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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

か
ね
て
の
市
民
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
我
が
国
の
経
済
が
息
の

長
い
景
気
回
復
を
続
け
る
な
か
に
あ
っ
て
も
、
地
方
の

経
済
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
の
実
施
す
る
保
険
制
度
や
税
制
の
改
正
、
自
然
環

境
の
変
化
な
ど
を
考
え
ま
す
と
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

お
暮
ら
し
に
お
い
て
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
の
で
は
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
困
難
な
な
か
に
あ
っ
て
も
、

こ
の
一
年
間
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
地
域
活
動
な
ど
数

多
い
分
野
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
が
光
り
輝
い

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
熊
本
県
の
新
た
な
る
重
点
施
策
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
「
国
指
定
史
跡
・
鞠
智
城
跡
　
国
営
公
園
化

推
進
」
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
も
期
成
会
の
立
ち
上
げ
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
秋
に
は
皇
太
子
殿
下
の
ご
来

臨
、
国
土
交
通
省
大
臣
の
ご
訪
問
と
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
輝
か
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。

ま
た
、
広
域
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
「
山
鹿
植

木
広
域
消
防
本
部
庁
舎
の
完
成
」
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
拠
点
と
し
て
大
き
な
期
待
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
り
ま
す
。

新
市
発
足
４
年
目
を
迎
え
る
今
、
山
鹿
市
の
新
た
な

飛
躍
、
六
万
市
民
の
幸
福
を
目
指
す
新
た
な
る
ス
テ
ー

ジ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
命
と
健
康
を

守
る
市
立
病
院
の
改
築
着
手
を
始
め
、「
人
づ
く
り
」

「
地
域
経
済
活
性
化
」
な
ど
今
日
の
多
く
の
課
題
こ
そ

が
、
将
に
山
鹿
市
を
大
き
く
拓
く
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

常
に
「
六
万
市
民
の
皆
さ
ま
を
真
正
面
に
す
え
た
山

鹿
市
政
」「
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
る
全
国
に

誇
れ
る
山
鹿
市
の
創
造
」
と
、
高
い
志
を
抱
き
な
が
ら

『
ま
ほ
ろ
ば
創
生
・
人
輝
く
温
も
り
の
都
市
や
ま
が
』

の
実
現
に
向
け
て
、
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。ど

う
か
市
民
の
皆
さ
ま
の
旧
に
倍
す
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝

と
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
光
り
輝
く
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昨
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛

暑
で
し
た
。
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
が
大
い
に
議
論
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。
本
年
も
環
境
問
題
は
世
界
的
な
課

題
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

政
界
で
は
、
安
倍
首
相
が
内
閣
改
造
直
後
に
辞
職
し
、

急
遽
組
閣
さ
れ
た
福
田
内
閣
も
、
ね
じ
れ
国
会
の
中
で

運
営
に
悪
戦
苦
闘
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
食
品
の
偽
装
問
題
や
、
防
衛
省
の
過
剰
接
待

の
問
題
等
、
企
業
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
個
人
の
倫
理

観
を
問
わ
れ
る
事
件
も
多
発
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
内
で
は
格
差
社
会
が
進
展
し
、
こ
の
是

正
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
暗
い
話
題
が
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
悪
い
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
大
変
危

惧
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
新
市
に
な
っ
て
三
年
目
を
迎
え
た
山
鹿
市
を

振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、「
美
し
い
ま
ち
な
み
大
賞
」

や
「
優
秀
観
光
地
づ
く
り
賞
」
を
受
賞
し
、
市
民
の
皆

様
の
努
力
が
全
国
的
に
認
め
ら
れ
、
将
来
に
向
か
っ
て

飛
躍
す
る
た
め
の
礎
が
固
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。ま

た
、
全
市
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
「
鞠
智

城
国
営
公
園
化
」
に
お
き
ま
し
て
は
、
皇
太
子
殿
下
、

国
土
交
通
省
大
臣
を
現
地
に
お
迎
え
で
き
た
こ
と
で
、

実
現
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
何
が
本
当
に
市
民
の

皆
様
の
た
め
に
な
る
の
か
を
熟
慮
し
、
開
か
れ
た
議
会

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
真
の
地
方
自
治
の
実
現
の
た
め
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
『
元
気
な
山
鹿
市
』
を
築
き
あ

げ
る
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

何
卒
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

本
年
も
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



４月からの新入園児を募集します

希望の幼稚園で申込書の配布・受付をします。
入園対象u３歳児・４歳児・５歳児

※川辺幼稚園は満３歳より入園できます。
申込書配布・受付期間u１月８日C～11日F

◎霊泉幼稚園（1４４‐３１２０）満３歳児・３歳
児・４歳児・５歳児の募集をしています。

保護者が何らかの理由で、日中家庭で子どもを保育
できない場合（要件あり）利用できます。
（詳細は申込書と一緒に配布）
申込書配布期間u１月10日E～16日D

申込書配布場所u・入園希望の保育園
・山鹿市役所子育て支援課
・各総合支所市民福祉課

申込受付期間u１月17日E～21日B

９：00～17：00まで（土日を除く）
申込受付場所u

q新規の場合（面接を行います）
山鹿地区の保育園→市役所１階会議室
鹿北地区の保育園→鹿北総合支所市民福祉課　　　
菊鹿地区の保育園→菊鹿総合支所市民福祉課
鹿本地区の保育園→鹿本総合支所市民福祉課
鹿央地区の保育園→鹿央総合支所市民福祉課

w継続の場合（一部面接を行います）
各保育園（一部市役所１階会議室）

e市外保育園を希望する場合（面接を行います）
市役所１階会議室
…子育て支援課　 1４３‐１５１４
各総合支所市民福祉課

鹿北1３２‐３１１１
菊鹿1４８‐３１１１
鹿本1４６‐３１１２
鹿央1３６‐３１１４

地区 幼稚園名（所在地） 電話番号 定員 経営

山鹿

鹿本

山鹿幼稚園（桜町）
川辺幼稚園（保多田）
鹿本幼稚園（御宇田）

143‐1154
143‐1165
146‐2345

200
70
105

市立
市立
市立

地区 保育園名（所在地） 電話番号 定員 経営
山鹿保育園（川端町）
八幡保育園（熊入町）
米田保育園（南島）
大道保育園（方保田）
ゆりかご乳児保育園
（下吉田）
山鹿東保育園（鹿校通）
山鹿中央保育園（山鹿）
平小城保育園（平山）
三岳保育園（寺島）
三玉保育園（久原）
山鹿若葉保育園
（鹿校通）
山鹿西保育園（志々岐）
八玉保育園（久原）
岳間保育園（椎持）
岩野保育園（岩野）
広見保育園（芋生）
内田保育園（上内田）
菊鹿中央保育園
（下内田）
つぼみ保育園（上永野）
栗の実保育園（長）
城北アソカ保育園
（松尾）
幼慈園（御宇田）
稲光園（高橋）
富慈園（中川）
かもと乳児保育園
（下高橋）
かおう保育園（合里）

143‐1153
143‐1157
143‐1159
146‐2328

144‐2961

144‐6253
144‐3653
143‐6084
143‐3874
143‐6330

143‐7187

144‐5582
143‐5181
132‐2459
132‐2230
132‐2231
148‐9123

148‐2107

148‐2198
148‐2134

148‐2129

146‐2360
146‐2562
146‐2578

146‐3439

136‐2110

90
90
30
60

80

90
45
45
45
90

60

30
90
20
45
45
30

45

60
60

60

80
60
45

60

170

市立
市立
市立
市立

法人

法人
法人
法人
法人
法人

法人

法人
法人
市立
市立
市立
市立

市立

法人
法人

法人

市立
市立
市立

法人

市立

山鹿

鹿北

菊鹿

鹿本

鹿央

B

B

問合せ

市民の皆さまへ、これからの山鹿市の総合行政の拠点となる新庁舎の事務所位置につ
いてご報告申し上げます。
私は、合併協議の中で合意されておりました３つの新庁舎の建設候補地の中から最適

地を選定するにあたりまして、本年４月にお二人の学識経験者を招いて「山鹿市新庁舎
検討委員会」を立ち上げ、「まちづくり三法の改正（平成18年６月改正）」を踏まえ、
『市民の利便性』、『経済性』、『周辺環境』、『将来性』などあらゆる分野から詳細にわた
って、調査検討を行ってまいりました。その結果、３つの候補地のいずれにあっても、
それらの要件ならびにこれからの庁舎に必要とされる要件を十分に満たすことができま
せんでした。
その結果を受け、当検討委員会におきまして、３つの候補地に新たに一定の要件を満

たした２つの候補地を加えたところで、最終評価が行われました。最終評価の結果とし
まして、新庁舎の事務所位置は、法律に定めのある「住民の利用に最も便利であるよう
に、交通の事情、他の官公署との関係等について適当な考慮を払わなければならない」
こと、また、「これからの庁舎のあるべき姿」などを総合的に判断した結果、検討対象
となった５つの候補地のうち、現庁舎を含む周辺地域が最も適当であるとの報告をいた
だいた次第であります。
私も、新市の首長を仰せつかり、唯一残された合併協定項目の決断に当たりましては、
本市の実情をつぶさに、そして虚心坦懐に見つめましたとき、合併協定項目で定められ
ておりました３つの候補地を断念せざるを得ないと判断したところであります。熟慮に
熟慮を重ね、後顧に憂いを残さないように慎重に検討した結果の判断でございます。
新庁舎の事務所位置に関しましては、合併協議時、検討に検討を重ねられ、その過程

は真に困難を極めたものでありました。そのことを思い返しますと、このたび協定項目
を断念するに当たりまして、本件に携わっていただいた方々に対して、衷心よりお詫び
申し上げます。
しかしながら、そのご努力、ご苦労を決して無にすることなく、最終責任者である私

が、議会の英知をお借りしながら新市運営上の課題を勘案し、最善の対応、最大限の努
力を行うことをここにお誓い申し上げます。市民の皆さまにおかれましても、何卒ご了
解を賜りたいと存じます。
なお、最終候補地の決定につきましては、しばらくお時間をいただき、将来の山鹿市、
また、市民の皆さまにとって最も適当であると思われる位置を、議会、地域審議会等の
ご意見を踏まえて決定し、来る３月の定例会において公表したいと考えております。
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…国保年金課 1４３‐１５２７
または、
熊本県後期高齢者医療広域連合
1０９６‐３６８‐６５１１

問合せ

平成20年４月から、75歳以上の人（一定以上の障害がある人は65歳以上）
が加入する「後期高齢者医療制度」がはじまります。このほど、この制度
で被保険者（加入者）が納める保険料率が決まりました。
高齢者医療費を中心に国民医療費が増大する中で、現役世代と高齢者の

医療費の負担を明確なものにして、持続可能な医療保険制度を確立するた
めに不可欠なものです。被保険者の皆様のご協力をお願いいたします。

◆保険料は被保険者個人単位で賦課されます。
◆保険料は、被保険者一人ひとりにかかる均等割額と、被保険者の前年の所得に応じて算定する所得割額（基礎控除
後の総所得金額×所得割率）との合計になります。
◆所得割額にかかる総所得金額は、被保険者本人の所得で算定します。
◆保険料率は県内で原則均一として、２年ごとに見直します。年間の賦課限度額（上限額）は１人当たり50万円です。
◆今回の保険料率は、平成20年度と21年度の保険料に適用されます。

◆保険料の算定には、次のような軽減措置があります。
q所得が少ない被保険者の場合、同一世帯の被保険者及び世帯主（被保険者＝世帯主の場合は被保険者のみ）の総
所得額に応じて、均等割額の７割・５割・２割の軽減が受けられます。

w被用者保険（社会保険や健保組合等）の被扶養者だった人は激変緩和の観点から、制度加入から２年間に限り、
均等割額を５割軽減し、所得割額は賦課しません。さらに、均等割額については平成20年度のみ以下のような特
例があります。
平成20年４月～９月まで　…　均等割額が全額免除
平成20年10月～翌年３月まで　…　均等割額が９割軽減（５割軽減した均等割額をさらに９割軽減）

◆この他、被保険者またはその世帯の世帯主が災害により財産に著しい損害を受けたとき、失業によりその収入が著　
しく減少したときなどは、保険料の減免を受けられることがあります。

◆保険料の納め方は、介護保険と同様に、「特別徴収」（年金からの天引き）と「普通徴収」（納付書または口座引落で
納付）の方法があります。

◆県内の平均的な年金収入の人の場合、保険料は年額77,600円になりますが、実際の年金収入額や世帯構成、保険料
の軽減額などの違いにより、被保険者一人ひとりで保険料が変わってきます。
◆保険料の納期は年６回（偶数月）で、年額を２か月分ずつに分けて納める形になります。

d

q

w

d

均等割　3,113円　　＋　　所得割　3,355円　＝　6,468円／月（年額　77,600円）
（２割軽減）

均等割　1,167円　　＋　　所得割　　 ０円　＝　1,167円／月（年額　14,000円）
（７割軽減）

均等割　3,892円　　＋　　所得割　　 ０円　＝　3,892円／月（年額　46,700円）
（軽減なし）

均等割　 384円　　＋　　所得割　　 ０円　＝　 384円／月（年額　2,300円）
（９割軽減：５割軽減した均等割額を特例によりさらに９割軽減）

q平成20年４月から９月まで　……………　均等割額
w平成20年10月から平成21年３月まで　…　均等割額　
平成21年４月から　………………………　均等割額

０円／月
384円／月
1,946円／月

７割軽減

５割軽減

２割軽減

33万円（基礎控除額）

軽減割合 軽減の基準額

33万円（基礎控除額）＋ 24.5万円×被保険者数

33万円（基礎控除額）＋ 35万円×被保険者数

同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計が
右表の基準額以下の場合、軽減を受けることができます。
軽減判定に用いる総所得金額とは、例えば収入が公的年

金のみの場合、公的年金等控除（120万円）を引き、さら
にその金額から15万円を差し引いた額のことをいいます。



…来館者800万人突破　12月12日　水辺プラザかもと

平成11年４月2日のオープン以来、市内市外はもとより県内外から
も多くの来場がありました。そしてこの日、なんと「800万人突破」
という記念すべき記録が達成されました。
800万人目となったのは、親戚の家に行く途中にお土産を買いに立

ち寄った鹿校通在住の本田堅重さん照子さんご夫妻と照子さんの姉
神尾倫子さんでした。本田さ
ん一行には、記念品として花
束と水辺プラザかもとで販売
されているえりすぐりの物産
品が贈呈されました。
本田さんは、「よく水辺プラ

ザかもとには来ます。まさか
自分たちが800万人目とは思っ
てもいませんでした。びっく
り仰天です。今夜は、いただ
いたケーキで親戚一同祝杯で
す」と喜びを語りました。

…南部九州農政局長感謝状伝達式　10月18日　

「統計の日」を記念して、「農林水産大臣
感謝状及び表彰状伝達式」が開催されまし
た。
これは、農林水産省が実施する農林水産

統計調査に長年にわたって協力した方々に
対し、その功績に農林水産大臣から感謝状
が贈られるものです。
今年は、山鹿市から以下の４人の方が受

賞されました。
・農業経営統計調査（25年）

下田幸夫さん（寺島）
・林業経営統計調査（５年）

入江　正さん（鹿北町岩野）
有働輝男さん（鹿北町岩野）

・ふ化羽数調査（46年）
坪井條一郎さん（山鹿）

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

▲コミュニケーションをとりながらの共同作業！

…花つくり学習会　12月13日　県立鹿本農業高等学校

異世代・異文化交流を深めながら、これからの園芸活動の
在り方について学び、進路に結びつけることを目的に、鹿本
農業高等学校施設園芸科３年草花専攻生12人の生徒自ら企
画・運営した花つくり学習会が開催されました。
３年生以外の参加者は、らんらんハウス水辺の花畑「花の

輪」会員の方々、５人のＡＬＴの先生、施設園芸科１年に所
属する留学生のエステバンさん。社会福祉協議会鹿本支部と
水辺プラザかもと「らんらんハウス水辺の花畑」の協力のも
と、「クリスマスとお正月を飾ろう」をテーマに、コンテナ
ガーデンづくり（寄せ植え）に挑戦。言葉の壁に四苦八苦し
ながらも、コミュニケーションをとりながら和やかなムード
で楽しく学びました。

九州各地のお米づくり名人が、丹精込めて作った自慢
のお米を、「減農薬米部門」「無農薬米部門」に分けて審
査会がありました。
出品数減農薬米部門66体、無農薬米部門28体を事前に

食味計および味度計により審査し、それぞれ上位から30
体と20体に絞ります。そして、この日同じ条件で炊いた
炊きたてのお米を、審査員が外観、香り、食感、食味、
粘りなど舌でじかに審査し、２部門でそれぞれ最優秀賞、
優秀賞、優良賞が表彰されました。
同会場では、県立鹿本農業高等学校の生徒が自分たち

で考えた「米粉ピザ」も販売され、大盛況でした。
山鹿市の「米づくり名人」として入賞したのは以下の

方でした。
減農薬米の部　最優秀賞　赤星公明さん
無農薬米の部　　優秀賞　坂本幸助さん

香り・食感・粘り　こりゃぁ～うまかばい！
…第８回　九州米サミット2007

12月２日　水辺プラザかもとアトリウム

▲上：香りや味などを舌で味わい審査
する審査員
右：減農薬米部門で最優秀賞に輝いた
赤星さん（表彰インタビューの模様）

▲脱穀風景（上）
とカマドでの炊飯
風景（下）

…11月25日肥後古代の森山鹿地区事業米づくり教室（脱穀体験）
12月２日「掘った出た方保田」記念イベント　カマドで炊こう古代米

方保田東原遺跡では、古代を身近に感じるイベントが盛りだくさん
に開催されました。
その一つ、６月から挑戦し続けていた古代米を先月刈り取り、掛け

干しにしておいた稲を、足でペダルを踏みながら脱穀
する「回転式脱穀機」（博物館所蔵品）を使用し、脱
穀することを体験。「足でペダルを踏みながら脱穀は
難しかった」「初めての体験でおもしろかった」など
参加者から感想が聞かれました。
また、12月2日には、移築した江戸時代の民家で、東

原遺跡で出土した土器の拓本を製作したり、古代流火
おこし、その火を使ったカマドで古代米のハガマ炊飯
などの体験も行われました。マッチやライターに慣れ
た現代人にとって火おこしには、悪戦苦闘。火が点い
たときの感動は何事にも代え難いものだったようです。

熊入町の世代間交流広場くらつかひろば（代表前畑榮美さん）
では、野外活動の一環としてミカン狩りが行われました。
『くらつかひろば』は、平成13年から元八幡幼稚園の施設を

利用して、子どもたちと高齢者の世代間交流や、ファミリー・
サポート支援などを積極的に行っている広場です。
ミカン狩りは、ミカン山の所有者古江英実さん（津留）のご

厚意で、昨年から実施しているもので、今年は高齢者と子ども
たち、保護者、ボランティアなどあわせて126人が参加。子ど
もたちは、権現山の中腹にあるミカン山までふもとから元気に
歩いて登り、たわわに実ったミカンを、おじいちゃん、おばあ
ちゃんたちと力を合わせて一つひとつ丁寧にちぎりました。
子どもたちはお年寄りから優しさや知恵を、高齢者は子ども

たちから元気をもらうことができた、充実した１日となったよ
うです。

…くらつかひろばが野外活動でミカン狩り
11月23日　権現山（三岳)

▲スーパーなどにも停留所があるので買い物にもたいへん便利です　

…やまが市街地循環バス出発式
12月１日　山鹿バスセンター（中央通）

山鹿市街地を循環するコミュニティバスの試験運行が始ま
り、１日山鹿バスセンターで出発式がありました。
この循環バスは、市役所や裁判所などの公共機関のほか、

病院やスーパー、温泉施設など42箇所の停留所を１日に左右
両回り計８回、３月末まで日祝日を除いて毎日定時運行しま
す。運賃は、１乗車200円の均一運賃ですが、小学生や身体
障害者等手帳の交付者は100円で乗車することができます。
市、市議会関係者や校区長など約40人が出席して行われた

出発式では、中嶋憲正市長らの挨拶後、テープカットして第
一便が出発しました。このバスは32人乗りの小型バスで、赤
い車体には、八千代座と灯籠娘がデザインされています。
市民の皆さんもぜひご利用ください。

▲これ甘いよ～食べてごらん！楽しい交流になりました

▲本田さんご夫婦（左と中央）と神尾さん（右）
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《今月は鹿央公民館図書室から》

大分県高崎山自然動物園のサル「サヤカ」は、生まれながら
にして、重い障害をかかえていた。長くは生きられないだろ
うと誰もが思ったが、サヤカは普通のサルと同じように恋を
し、妊娠した。しかし、初めての出産は悲しい結果に終わり、
二度目の出産に命がけで挑んだ。命が命を生み育てることの
厳しさと感動を伝える。

山田悦子／著　バナナブックス

世の中のいろいろな品物を、さまざまな方法で包む可能性と
融通性に富んだ不思議な布、風呂敷。千年にもわたり使われ
てきたエコバッグ風呂敷が、今再び若い世代で見直されつつ
あります。アイデア包み方テクニックを丁寧にわかりやすく
教えます。

空想の世界ではとりかえっこするのは簡単。いろいろなとり
かえっこができます。この絵本は、弱かったはずのひよこが、
ねこをやっつけたり、お母さんが「あれ…？」と、首をかし
げてしまうような不思議なとりかえっこのおはなし。

さとうわきこ／作　二俣英五郎／作　ポプラ社

・おはなし会
日時u１月23日D 午後２時30分から

・おはなし会
日時u１月５日G・12日G・

26日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u１月８日C・22日C・29日C

午前11時から
・手話を使ったおはなし会
日時u１月19日G 午後２時から

・講演会　
日時u１月14日_ 午後２時30分から

『小林　豊氏（画家）』
※入場無料

山鹿市中央公民館図書室
u１月１日_～３日E・14日_

28日B
山鹿市鹿本図書館
u１月１日_～３日E・７日B

14日_・15日C・21日B
28日B・31日E

鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後8時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

島田和子／著　佼成出版社

▲馬頭観音（中富）
天授元年水島の合戦で戦死した
軍馬を祭祀した石祠
中富、梶屋、石渕にあります
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が
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ひ
と

ま
ず
頃
挫
し
、
宮
方

み
や
か
た

（
菊
池
勢
）
の
勢
力

は
筑
後
筑
前
方
面
に
及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

水
島
合
戦
が
由
来
の
地
名

○
茶
臼
塚
一
本
松

今
川
了
俊
の
手
植
え
の
松

○
矢
取
川

や
と
り
か
わ

上
内
田
川
を
挟
ん
で
両
軍
激
し
く
競
り

合
い
、
敵
の
矢
を
拾
っ
て
は
そ
れ
を
相

手
に
射
返
し
戦
っ
た
。

○
陣
立

じ
ん
だ
て

今
川
勢
が
台
城
攻
撃
の
た
め
新
し
い
陣

地
を
し
き
出
陣
し
た
。

○
鍋
割

な
べ
わ
り

今
川
勢
が
戦
に
敗
れ
、
慌
て
て
鍋
茶
碗

な
ど
を
割
っ
て
退
却
し
た
。

紹
介
者：

山
鹿
市
文
化
財
協
力
員

隈
部
　
喜
七
郎
さ
ん

（
山
鹿
市
鹿
本
町
）

▲茶臼塚（一本松）から水島台城を望む

▲津袋古墳群　茶臼塚古墳

▲百万遍念仏供養塔

寒
い
日
の
お
ふ
ろ
。
冷
え
切
っ
た
浴
室
に
足
を
踏
み

入
れ
て
「
ゾ
ク
ッ
」
と
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

浴
槽
に
入
っ
て
し
ま
え
ば
体
の
芯
ま
で
温
ま
り
気
持
ち

良
い
も
の
で
す
が
、
正
し
い
入
り
方
を
し
な
い
と
血
圧

や
脈
拍
に
異
常
を
き
た
し
、
時
に
は
発
作
や
突
然
死
を

招
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

冬
の
入
浴
で
は
、
暖
か
い
部
屋
か
ら
寒
い
脱
衣
場
へ

→

服
を
脱
い
で
よ
り
寒
い
浴
室
へ→

冷
え
た
体
で
熱
い

お
湯
の
中
へ
…
と
何
度
も
温
度
変
化
に
さ
ら
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
び
に
血
圧
や
脈
拍
数
も
大
き
く
上
下
し
、

体
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
の
で
す
。
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
、
安
全
な
入
浴
を
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
な
入
浴
の
ポ
イ
ン
ト

q
入
浴
時
は
シ
ャ
ワ
ー
で
洗
い
場
を
流
し
、
湯
気
で
よ

く
室
内
を
暖
め
ま
し
ょ
う
。

w
高
齢
者
は
一
番
ぶ
ろ
を
避
け
、
浴
室
が
暖
ま
っ
た
二

番
ぶ
ろ
以
降
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

e
体
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

肩
ま
で
湯
に
つ
か
ら
ず
に
、

下
半
身
だ
け
の
半
身
浴
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

r
長
す
ぎ
る
入
浴
は
避
け
て
、

で
き
る
だ
け
20
分
以
内
に
し

ま
し
ょ
う
。

t
湯
温
は
38
度
〜
40
度
程
度
の
、
少
し
ぬ
る
め
の
お
湯

に
入
り
ま
し
ょ
う
。

y
高
齢
者
が
一
人
で
入
浴
す
る
場
合
、
家
族
が
こ
ま
め

に
浴
室
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。



か
も
と
乳
児
保
育
園
　
1
46
‐
３
４
３
９

か
も
と
乳
児
保
育
園
で
は
元
気
で
明
る
い
子
ど
も

た
ち
と
毎
日
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
仕
事
と
育
児
に
が
ん
ば
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お

母
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
幡
保
育
園
　
1
43
‐
１
１
５
７

お
休
み
の
日
の
家
庭
で
の
親
子
の
様
子
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
中
で
、
自
分

な
り
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
、
思
っ
た
こ
と
を
保

育
士
に
語
り
か
け
て
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た

子
ど
も
た
ち
の
『
つ
ぶ
や
き
』
に
耳
を
傾
け
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
背
景
を
見
つ
め
な
が
ら
保
育
を
創
造
し
て

い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
を
求
め
て

い
ま
す
。
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
と
安
心
し
て
遊
び
ま
す
。

お
家
で
も
「
せ
か
ら
し
か
〜
」
と
突
き
放
す
の
で
は

な
く
、
ゆ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
き
っ
と
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
も
安
定
す
る
で

し
ょ
う
。

大
き
な
夢
に
向
か
い
、
素
直
で
人
の
痛
み
の
分
か
る

や
さ
し
い
子
ど
も
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

私
た
ち
は
、
未
来
の
山
鹿
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
と
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

つ
ぼ
み
保
育
園
　
1
48
‐
２
１
９
８

保
育
園
の
園
庭
に
植
え
て
あ
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を

園
児
た
ち
が
収
穫
し
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
芋

も
ち
を
作
り
、
き
な
粉
を
ま
ぶ
し
て
お
や
つ
に
食
べ

ま
し
た
。
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、
家
庭
で
子
ど
も

さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

qw

q

e
w

r

e

t

r

♪ひ～らいた ひ～らいた
なんのはながひ～らいた
れんげのはな が ひ～らいた♪

今年度、ファミリー・サポート・センターでは、各地
域を回ってそれぞれの子育て支援センターと合同で交流
会を企画しました。すでに、10月に鹿央、11月に菊鹿・
鹿本地域の方々といっしょに楽しい時間を過ごすことが
できました。
日頃、同じ地域に住んでいながら会う機会がなく、

「あら、すぐ近くだったね！」「あら～○○ちゃんじゃな
い！お母さんになったんだね」など、お話しもはずんで
いました。
今後、気軽に声を掛け合えるきっかけ作りになったこ

とと思います。鹿北、山鹿地域でも行っていきます。

～地域に広がれ子育て支援の輪～

・栗団子包み、簡単と思っていたけど、やってみると
難しかった。でも、「失敗しても練習！練習！」と
言っていただいたので、挑戦しうまくできあがっ
た時はうれしくて、特においしかったです。
（参加ママ）
・また新しく小さなお友達ができました。楽しかっ
たです。託児がある時はいつでも声をかけてくだ
さい。（協力全員）

・なかなか自分一人では、野菜を種からまき育てるこ
とはしないので、子どもたちにとってもいい経験に
なったと思います。収穫がとっても楽しみです。

・お天気が良くて、いろんな方とふれあうことがで
き、とても楽しかったです。
・ファミサポ（ファミリー・サポート・センター）は
とても良い制度だと思いました。機会があれば利
用してみたいなと思いました。

DD

ff

DD

ファミリー・サポート・センターファミリー・サポート・センター
ってどんな事業？ってどんな事業？

ファミリー・サポート・センターは、育児のお手
伝いをしてほしい方（依頼会員）と育児のお手伝い
をしたい方（協力会員）が、お互い助けたり、助けられ
たりして育児の相互援助活動を行う会員組織です。

…やまがファミリー・サポート
・センター
(山鹿市社会福祉協議会
山鹿支所）144-8800

問合せ



小学校・中学校の話題をお届け！

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意
・投稿は、郵送または持参でお
願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）
〒861-0592 山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

投
稿

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

稲田小学校

山鹿市熊入町416総合体育館内
1４３‐００９３

▲昔を思い出し・・・かごをよ～くねらって

も
く
せ
い
学
園
さ
ん

当
施
設
で
は
、
障
害
者
の
人
た
ち
と

一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
登
録
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ

い
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
と
し
て
は
、

○
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
作
業
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
文
化
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
屋
外
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
引
率
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
に
つ
い
て
な
ど

詳
し
い
内
容
は
ま
ず
は
連
絡
を
！

も
く
せ
い
学
園

＊
山
鹿
本
園
担
当u

谷
（
1
44
‐
７
６
４
７
）

＊
植
木
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
担
当u

梅
田
（
1
096
‐
273
‐
４
１
６
８
）

投
稿

11月25日(日)パークドーム熊本で、火の国クラブネット、県教育委
員会主催による「第２回生涯スポーツミーティングinくまもと」が開
催されました。このイベントは、各地域のクラブの交流を目的として
います。
会場では、マーチングやチアリーディングなどのアトラクションや
ゴルフ教室、スポーツマッサージなどの体験コーナーもあり、会場に
訪れた参加者で大変にぎわっていました。
また、各クラブ対抗による長縄跳び・アジャタ（玉入れ）・ティー
ボール・リレーの４種目で競うクラブ対抗スポーツ交流大会も行われ
ました。競技には、クラブの会員でもあるオムロンハンドボール部の
選手も参加してくれました。
わがやまが総合スポーツクラブは、昨年この大会で見事優勝しまし
たが、今回は残念ながら連覇はできませんでした。ぜひ来年の第３回
大会はリベンジしたいです。

北に日岡山、東に上内田川を有し、周囲を豊かな
田畑に囲まれ、校内はたくさんの木々や草花で緑が
いっぱいです。すばらしい環境のもと、校訓「友愛
（やさしく）明朗（たくましく）勤勉（かしこく）」
の子どもたちを目指して児童122人、職員14人で教
育活動に取り組んでいます。
そのようななかで、最近の話題を２つ紹介します。
１．情報教育研究大会の開催

本年度、熊本県小・中学校情報教育研究大会の小
学校会場となり、11月15日に２年生と６年生が公開
授業を行い、これまでの研究の成果を多くの方に観
ていただきました。参観された先生方から「子ども

投
稿

田
添
　
洋
さ
ん

11
月
18
日
嘉
島
町
で
第
２
回
ア
サ
ヒ

カ
ッ
プ
空
手
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
極

真
館
・
正
道
会
館
と
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

親
の
会
　
た
ん
ぽ
ぽ
さ
ん

慈
恵
病
院
看
護
部
長
さ
ん
の
講
演
を

聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。「
こ
う
の

と
り
の
ゆ
り
か
ご
」
の
現
場
の
話
は
報

道
よ
り
は
る
か
に
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
危

機
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ご
く
普
通
と
思
え
る
家
庭
で
も
、
中

学
生
・
高
校
生
の
子
ど
も
に
関
し
て
妊

娠
し
て
い
る
事
す
ら
気
付
か
な
い
親
が

が
参
加
。
極
真
館
山
鹿
道
場
は
10
人
参

加
し
、
以
下
の
よ
う
に
７
人
が
入
賞
し

ま
し
た
。

[

小
６]

１
位
吉
田
光
輝
　
２
位
内
藤
大

暉
　[

小
２]

２
位
堀
川
千
太
　
３
位
原

龍
太
郎
　[

小
１]

２
位
中
原
大
熙
　
３

位
堀
川
大
生
　[

幼
年]

１
位
井
本
裕
介

[

敢
闘
賞]

石
川
政
卓
（
三
岳
小
１
年
）

の態度、発表がすばらしかった」「子どもたちのス
キルの高さに驚きました」などの感想をいただきま
した。
［児童の声］
○編集が難しかったが、ニュース番組づくりはと
ても楽しかった。
○完成までの苦労と完成したときのうれしさがあ
った。
○活動を通してみんなの心が一つになった気がし
た。

２．地域の自然とふれ合う活動
11月には、１・２年生、３・４年生がそれぞれ近

くの日岡山に秋の自然観察に出かけました。両日と
も講師として地元の冨田邦弘先生に来ていただき、
子どもたちは自然とふれ合う楽しさを満喫しまし
た。
また、19日
には全学年で
鍛錬遠足を実
施し、心身の
鍛練ととも
に、地域の自
然とふれ合う
機会となりま
した。

▲地元の方とふれ合いながら学びました

情
報
教
育
研
究
大
会
で
の
授
業
風
景

▲
▲

呼
吸
を
合
わ
せ
て
・
・
・
長
縄
飛
び
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

投
稿

山
鹿
中
学
校
３
年
生

11
月
24
日
に
、
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
た
山
鹿
中
学
校
ふ
れ
あ
い
講
座
に
友

だ
ち
と
参
加
し
ま
し
た
。

や
ま
が
門
前
美
術
館
の
角
田
館
長
か

ら
、
繭
や
山
鹿
の
産
業
の
歴
史
に
つ
い

て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

山
鹿
の
産
業
と
、
繭
に
は
歴
史
的
に

と
て
も
深
い
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
初
め
て
知
り
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

話
を
聞
い
た
後
、
来
年
の
干
支
で
あ

る
「
ね
ず
み
」
の
置
物
を
作
り
ま
し
た
。

白
く
て
毛
が
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
し
て
い
た

繭
を
カ
ッ
タ
ー
で
切
り
取
る
と
、
中
か

ら
は
乾
燥
し
た
サ
ナ
ギ
が
出
て
き
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
赤
い
目
を
付
け
る

位
置
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
い
い
感
じ

に
か
わ
い
い
も
の
が
で
き
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
く
作
れ
て
、
い
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
体
験

の
機
会
が
あ
れ
ば
、
次
回
も
参
加
し
て

み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

珍
し
く
な
い
な
ど
、
親
子
関
係
に
つ
い

て
も
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
た
お
話

し
で
し
た
。

い
く
つ
か
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
一
つ
。

「
美
し
い
自
然
と
適
度
な
貧
乏
と
親

の
愛
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
は
育
つ
。
突

き
放
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」

親
の
会
た
ん
ぽ
ぽ
（
1
090
‐
５
３
８

４
‐
３
５
７
４
）
で
は
、
８
月
か
ら
定

例
会
で
は
な
く
、
随
時
希
望
に
合
わ
せ

て
お
茶
会
や
食
事
を
し
な
が
ら
、
気
楽

な
雰
囲
気
で
開
催
し
て
い
ま
す
。



E
は
市
県
民
税
第
４
期
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第
10
期
の
納
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

期
間u

１
月
29
日
C
・
30
日
D

31
日
E

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

市
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
市
農
業

委
員
会
か
ら
「
平
成
20
年
度
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
用

紙
を
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
各
農
家
に

配
布
し
て
い
ま
す
が
、
必
ず
提
出
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
申
請
書
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、

農
業
を
し
て
い
る
方
で
も
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
ず
、
名

簿
の
有
効
期
限
で
あ
る
平
成
20
年
３
月

31
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
30
日
ま
で
の

間
に
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
行
わ

れ
た
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
請
書
提
出
期
限
】
１
月
10
日
E

選
挙
は
大
人
と
し
て
の
必
須
科
目
で

す
。こ

れ
か
ら
大
人
と
し
て
旅
立
つ
皆
さ

ん
の
胸
は
、
大
き
な
夢
と
希
望
に
ふ
く

ら
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

新
た
に
「
選
挙
権
を
得
る
」
こ
と
も
一

つ
の
喜
び
で
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。新

成
人
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
が

政
治
や
社
会
の
主
役
と
し
て
、
進
ん
で

投
票
に
出
か
け
る
な
ど
、
積
極
的
に
政

治
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

選
挙
へ
の
参
加
は
、
も
っ
と
も
基
本

的
か
つ
重
要
な
政
治
参
加
の
機
会
で

す
。

…
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

1
43
‐
１
５
９
４

【
申
告
・
納
税
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
】

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
各
種
手
続
が
自
宅
や
事
務
所
に
い

な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◎
行
え
る
各
種
手
続

・
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒
税
、

印
紙
税
の
申
告

・
全
て
の
国
税
の
納
税

・
法
定
調
書
な
ど
の
申
請
、
届
出

※
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
は
事
前
手
続
き
が
必
要

【
給
与
所
得
者
の
確
定
申
告
】

通
常
、
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、

年
末
調
整
に
よ
り
清
算
さ
れ
、
改
め
て

の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
以
下
の
事
項
に
該
当
す
る

方
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

q
給
与
収
入
が
２
千
万
を
超
え
る

w
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種

所
得
金
額
（
一
時
金
や
不
動
産
貸
付

な
ど
）
が
20
万
円
を
超
え
る

e
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た

こ
の
他
に
、
r
〜
y
に
つ
い
て
は
、

確
定
申
告
に
よ
り
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

r
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
遭
っ
た

t
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

y
新
築
や
増
改
築
し
金
融
機
関
等
か
ら

の
借
入
金
残
高
が
あ
る

※
確
定
申
告
用
紙
は
１
月
下
旬
か
ら
最

寄
り
の
税
務
署
お
よ
び
市
役
所
税
務

課
に
準
備

‐

冬
期
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
今
年
１
月
以

降
に
は
、
隣
県
の
宮
崎
県
で
３
件
、
岡

山
県
で
１
件
の
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
の
鳥
や
野
鳥
が
死
ん
だ
か
ら

と
い
っ
て
直
ち
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
々

に
死
ん
だ
り
、
複
数
の
鳥
が
死
ん
で
い

る
の
を
発
見
し
不
審
に
思
わ
れ
る
場
合

は
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
詳
し
い
情
報
の
Ｈ
Ｐ

城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

http://w
w
w
2.ocn.ne.jp/̃kitajiei/

…
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

1
46
‐
２
０
７
５

問
合
せ

改修場所u第１多目的グラウンド
（カルチャースポーツセンター内）

期間u１月中旬～８月中旬
※皆さまには大変迷惑をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願いします。

…社会体育課　1４３‐００９０問合せ

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
１
月
11
日
か

ら
変
わ
り
ま
す
。

【
主
な
改
正
内
容
】

・
裁
判
所
は
加
害
者
に
対
し
、
被
害
者

へ
の
電
話
等
を
禁
止
す
る
命
令
を
発

令
で
き
る

・
裁
判
所
は
加
害
者
に
対
し
、
被
害
者

の
親
族
等
へ
の
接
近
を
禁
止
す
る
命

令
を
発
令
で
き
る

・
市
町
村
は
Ｄ
Ｖ
対
策
に
関
す
る
基
本

計
画
を
策
定
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

※
配
偶
者
暴
力
防
止
法
と
は
・
・

配
偶
者
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）

に
係
る
通
報
、

相
談
、
保
護
、

自
立
支
援
な
ど

の
体
制
を
整
備

し
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ

び
被
害
者
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成
13
年
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

※
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
者
支
援
情

報
サ
イ
ト
（
内
閣
府
）

h
ttp
://w

w
w
.g
e
n
d
e
r.g
o
.jp
/e
-

vaw
/index.htm

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

男
女
共
同
参
画
推
進
室

1
43
‐
１
１
１
４

県
庁
男
女
共
同
参
画
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
課

1
096
‐
333
‐
２
２
８
７

問
合
せ

日時u１月13日A 10：00～
場所u山鹿市カルチャースポーツセンター

第１多目的グラウンド
一斉放水＝山鹿大橋下流　

菊池川右岸河川敷
（12：00頃の予定）
…総務課　1４３‐１１１７問合せ

【
戦
没
者
等
遺
族
特
別
弔
慰
金
】

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ま
だ
の
方
は
お
早
め

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間u
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

対
象
者u
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
（
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
者

が
い
な
い
場
合
）

給
付
額
と
方
法u

40
万
円
を
10
年
償
還
　
　

の
記
名
国
債
で
支
給

…
福
祉
課
　
1
43
‐
１
１
６
７

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

問
合
せ

※
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
か
ら
必
要
書
類
が
出
力

可
能

※
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告
Ｏ
Ｋ
（
事
前

手
続
が
必
要
）

…
山
鹿
税
務
署1

44
‐
２
１
８
１

問
合
せ

市外在住者向けに広報紙の年間購読の申込を受け
付けます。親戚や知人で読みたい人がいる場合な
どにご利用ください。
年間購読料u2,000円

（Ｈ20年４月～Ｈ21年３月まで）
申込方法u広聴広報係までご連絡ください

…秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２問合せ

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

１
月
10
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時u

１
月
９
日
D
・
23
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
１
階
会
議
室

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

申
請
受
付
・
交
付u

月
曜
〜
金
曜

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

日
曜
交
付
の
実
施u

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

※
現
行
の
延
長
交
付
は
廃
止

…
県
地
域
振
興
部
国
際
課

旅
券
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
333
‐
２
１
６
０

問
合
せ

問
合
せ



〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

男女が協力する社会。
女(男)が得？損？不毛の論議はさて置
いて、力を併せ助け合って創る楽しい
家庭、世の中を！
日時u１月16日D

18：30 受付開始　
19：00 開演

場所u鹿央多目的研修センター
（鹿央総合支所となり）

講師u笑福亭松枝氏
入場料は無料です。お気軽にご参
加下さい。

…鹿央総合支所産業振興課　
1３６‐３１１５

募
集
テ
ー
マu

市
町
村
合
併
を

し
た
あ
な
た
の

ま
ち

募
集
内
容u

・
募
集
テ
ー
マ
で

撮
影
し
た
５
分

以
内
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像

応
募
資
格u

・
プ
ロ
・
ア
マ
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
は

問
い
ま
せ
ん

応
募
方
法u

・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
、
Ｓ
‐
Ｖ

Ｈ
Ｓ
、
ミ
ニ
Ｄ
Ｖ
、
Ｄ
Ｖ
カ
ム
）
ま

た
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
‐
Ｒ
に
限
る
）

に
録
画

・
作
品
タ
イ
ト
ル
と
名
前
を
記
載
し
た

ラ
ベ
ル
を
添
付

・
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
記
入
の
上
、

送
付

募
集
締
切u

１
月
21
日
B
必
着

＊
応
募
用
紙
は
、
本
庁
お
よ
び
各
総
合

支
所
、
教
育
委
員
会
（
分
室
）
に
あ

り
ま
す
。
な
お
、
総
務
省
Ｈ
Ｐ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/gapei/

…
総
務
省

〒
１
０
８
‐
０
０
２
３

東
京
都
港
区
芝
浦
３
‐
８
‐
10

Ｍ
Ａ
芝
浦
ビ
ル
４
階

「
市
町
村
合
併
を
し
た
あ
な
た
の
ま

ち
」
映
像
大
賞
事
務
局

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

1
０
１
２
０
‐
５
４
７
‐
７
８
１

問合せ

全
国
に
誇
る
和
紙
工
芸
品
を
あ
な
た

も
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

期
間u

２
月
６
日
D
〜
27
日
D

（
毎
週
水
曜
日
　
午
後
７
時
〜

午
後
９
時
　
４
回
）

場
所u

鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
鹿
本
町
）

対
象
者
・
定
員u

・
市
内
在
住
で
毎
回
出
席
で
き
る
方

・
申
込
先
着
20
人
ま
で

参
加
費u

１
、
０
０
０
円

申
込
締
切u

１
月
30
日
D
ま
で

…
商
工
課

1
43
‐
１
４
１
３

申
込
・
問
合
せ

講
座
で
学
ん
だ
歴
史
や
展
示
品
に
つ

い
て
の
知
識
を
生
か
し
て
、
休
日
な
ど

に
館
内
外
の
解
説
・
案
内
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

で
す
。

期
間u

１
月
27
日
A

２
月
３
日
A
・
17
日
A

24
日
A

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

市
立
博
物
館

募
集
期
間u

１
月
４
日
F
〜
22
日
C

…
山
鹿
市
立
博
物
館

1
43
‐
１
１
４
５

申
込
・
問
合
せ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

で
星
空
解
説
と
ピ
ア

ノ
弾
き
語
り
に
よ
る

生
演
奏
を
織
り
ま
ぜ

た
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時u

１
月
25
日
F午

後
６
時
半
　
開
演

場
所u

大
牟
田
文
化
会
館
３
階

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

チ
ケ
ッ
トu

一
般
　
　
１
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
　
７
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

※
チ
ケ
ッ
ト
購
入
場
所
は
大
牟
田
文

化
会
館
ほ
か

定
員u

120
人
（
チ
ケ
ッ
ト
が
売
り
切
れ

販
売
次
第
終
了
）

＊
２
月
24
日
ま
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
冬

番
組
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
」

を
土
・
日
・
祝
限
定
で
開
催
し
て
い

ま
す

…
大
牟
田
文
化
会
館

1
０
９
４
４
‐
55
‐
３
１
３
１

問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

日
時u

１
月
13
日
A午

後
１
時
半
　
開
場

午
後
２
時
　
　
開
演

場
所u

天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
）

木
戸
銭u

２
、
０
０
０
円

（
当
日
２
、
５
０
０
円
）

…
笑
門
実
行
委
員
会
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
　
1
44
‐
７
１
２
１

川
端
1
090
‐
９
６
０
３
‐
１
８
９
５

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

１
月
11
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

１
月
18
日
F

e
心
の
悩
み
相
談u

１
月
25
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

１
月
７
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

１
月
21
日
B

e
司
法
相
談u

１
月
28
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

１
月
10
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

１
月
17
日
E

e
法
律
相
談u
１
月
24
日
E
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

１
月
９
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

１
月
16
日
D

e
警
察
相
談u

１
月
23
日
D
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

１
月
８
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

１
月
15
日
C

e
消
費
生
活
相
談u

１
月
22
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

恒例の八千代座鏡開きをします。
今年も東通町親和会さんの協力により、おい
しいぜんざいを振る舞います。
日時u１月11日F 10：30～11：30
場所u八千代座前広場

…八千代座　　1４４‐４００４問合せ

阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
13
年
目
。

災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
教
訓
と
し
、

防
災
の
必
要
性
を

市
民
に
呼
び
か
け

る
た
め
防
災
の
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時u
１
月
17
日
E

午
前
10
時
〜
午
後
零
時
半
ま
で

場
所u

鹿
央
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容u

・
災
害
時
の
炊
き
出
し

・
救
急
法
・
心
肺
蘇
生
法
指
導

・
避
難
道
具
や
救
急
車
な
ど
の

展
示

主
催u

日
赤
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

山
鹿
あ
い
の
会

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

※
お
昼
に
は
炊
き
出
し
食
の
振
る
舞
い

が
あ
り
ま
す
。

…
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

日
時u

１
月
10
日
E

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

日
本
酒
の
お
話
し

「
ア
レ
・
コ
レ
」

講
師u

本
田
雅
晴
氏
（
千
代
の
園
酒
造

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

１
月
27
日
A

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

300
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
感
謝
す
る
こ
と
を
中
心
に
心
の
幸
せ

を
学
び
ま
す
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

１
月
19
日
G

午
後
２
時
〜

場
所u

富
士
ホ
テ
ル

演
題u

「
人
間
賢
い
だ
け
じ
ゃ
だ
め
だ
」

講
師u

大
沢
啓
二
氏

会
費u

無
料

…
山
鹿
商
工
会
議
所

1
43
‐
４
１
１
１

山
鹿
市
商
工
会

1
46
‐
２
１
４
１

問
合
せ

傘灯籠や数千個の竹灯りなどが山鹿の町並
みを百様に彩ります。
期間u１月25日F～３月１日G

毎週金・土曜日
場所u八千代座・金剛乗寺・豊前街道ほか
内容u◎傘灯籠と竹灯りのオブジェ

（点灯時間18：00～22：00）

◎山鹿風情物語
（山鹿太鼓と山鹿灯籠踊りの競演）
会場：八千代座

開場19：30 開演20：30
入場料：500円（全席自由・税込）

…山鹿温泉観光協会　
1４３‐２９５２

問合せ



春一番　楽走カーニバル

一般…3,000円（保険料込み）※
小中学生…1,000円（保険料込み）
1.5km…1人600円（保険料込み）
※1.5kmコースと５kmまたは10kmコースの
ダブルエントリーは3,000円。
ゆっくり、のんびり楽走カーニバルのため順
位表彰はしません。特別賞・ラッキー賞を準
備しています。
※参加者全員に参加賞があります。

あんずの丘マラソン大会事務局
（菊鹿総合支所総務振興課内）に備え付けの払
込取扱票に記入し、2月20日Dまでに参加料を
添えて郵便局へ提出してください（払込手数
料は別途負担。申込後参加料は返金しません。）
※払込取扱票は郵送でも配布します。電話ま
たはFAX、メールで同事務局へ請求してく
ださい。

0 861-0406 山鹿市菊鹿町下内田713番地
あんずの丘マラソン大会事務局
1 0968-48-3111 FAX 0968-48-3188
メール kikuka-s@city.yamaga.lg.jp

あんずの丘に春を告げるあんずの花の開花にあわせ、
市内外のマラソン愛好者が集い、春の陽気を満喫しても
らう「あんずの丘マラソン大会」を開催します。
あんずの丘をスタートに、田園風景や、温泉、歴史公

園鞠智城など、豊かな自然と歴史の浪漫を感じながら、
人情にふれ合うコースです。1.5ｋｍコースは親子などで
のんびりと楽しんでいただけるコースになっています。
市民の皆様の多数の参加と、ランナーへのあたたかい

ご声援をお願いします。

３月20日（祝）小雨決行
受付：午前８時開始／開会式：午前9時開始
スタート：９時40分～

山鹿市菊鹿町「あんずの丘」

1.5km 親子ペア
(小学生以下の子どもと保護者）など

３km 小学生以上
５km 中学生以上
10km 高校生以上

日時

会場

種目・資格

参加料

表　彰

申　込

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

11/6
11/6
11/6
11/6
11/6
11/6
11/6
11/6
11/6
11/6
11/6
11/6
11/6
11/7
11/7
11/7
11/7
11/7
11/7

11/20

11/20
11/20
11/20

石村中線排水路整備工事
西中町上市線道路整備工事
志々岐小原線道路整備工事
古閑白石線道路整備工事
名塚中央線舗装工事その１
名塚中央線舗装工事その２
宗方地区舗装その２工事
米田中富線道路整備工事
平成19年度南島汚水枝線管渠築造工事（３－１、３－２号）
平成19年度南島汚水枝線管渠築造工事（４号）
平成19年度南島汚水枝線管渠築造工事（５－１、５－２号）
平成19年度南島汚水枝線管渠築造工事（６号）
堂ケ原地区松ケ原ため池改修工事（ため池等整備事業）
平成19年度南島地区配水管布設替工事（２工区）
田淵柏の木線舗装工事
小川内後川内線舗装工事
三楠竹の谷線林道災害復旧工事
五郎丸地区農道単独災害復旧工事
上吉田１号用水機場管路改修工事(維持管理適正化事業30期生）

平成19年度南島地区配水管布設替工事（３工区）

平成19年度国道３号線配水管布設工事（弁天）
山ノ井横枕線道路改良工事
岩原地区３号樋門改修工事（維持管理適正化事業29期生）

石地内
山鹿地内
志々岐地内
古閑地内
名塚地内
名塚地内
宗方
鹿本町中川地内
南島地内
南島地内
南島地内
南島地内
平山地内
南島地内
鹿北町岩野地内
鹿北町椎持地内
鹿北町岩野地内
菊鹿町五郎丸地内
上吉田地内

南島地内

鹿北町弁天地内
菊鹿町下内田地内
鹿央町岩原地内

2江崎建設
2とみた工業
2竹下建設
2山榮開発
花昭建設1

花昭建設1

1戸上建設
2古澤建設
1村井建設
2阿蘇品組
花昭建設1

2岩下産業
1高喜工業
アイビー浄水2

2草野建設
2山本建設
1小川建設
1石阪産業
1誠工社山鹿支店
南九州マルヰ1熊本
北支店
城北工業1

2矢野造園土木
開成工業1

6,972,000
8,589,000
11,655,000
14,805,000
24,150,000
13,230,000
8,820,000
6,090,000
23,499,000
18,690,000
18,375,000
8,505,000
18,585,000
9,450,000
10,269,000
5,460,000
5,145,000
5,775,000
5,817,000

9,450,000

8,305,500
26,250,000
9,765,000

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

開催日 行　事　名 時間 料金

－
午後
夜間
－

夜間

日中
夜間
午前
夜間
夜間

－
関係者

関係者

－

関係者

有料
関係者

関係者

有料
有料

１日_

７日B

９日D

11日F

13日A

21日B

25日F

26日G

休館日

大正琴初弾き

八千代座狂言教室

休館日

株式会社オニザキコーポレーション
チャレンジカップ表彰式

若柳流宗家かたばみ会

八千代座狂言教室

山鹿小学校６年八千代座公演

山鹿風情物語q

山鹿風情物語w

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

６日A

13日A

14日_

20日A

27日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
１
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

大橋通クリニック／中川医院／幸村医院
桑木内科／まえはら泌尿器科クリニック
井上小児科医院／かもと整形外科医院
山鹿温泉リハビリテーション病院
きくか松岡クリニック
保利病院

k
期間u１月４日F～31日Eまで
ろうきん山鹿支店ロビー（鹿校通）
※お問い合せは一ノ瀬建志まで　1４４‐５６０９

k
同好の諸氏よりの年賀状を多数展示
期間u１月21日B～２月８日Fまで
三玉郵便局内ロビー　　時間u開局時間内
※お問い合せは酒井憲1０５０‐３３３７‐７２７７

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
講師　生野正隆　水彩の持つ淡い風合いで描いた作品　
期間u１月５日G～18日Fまで

k
講師　服部秋彦　18人の８号以下の作品を展示　
期間u１月19日G～31日Eまで

（いずれも最終日は15：00まで）



R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

り こ

（５か月）
広（鹿央）

Qわたしからのメッセージ
じいじ・ばあばいつも遊ん
でくれてありがとう！

Qパパ＆ママからのメッセージ
二人の笑顔は家族の宝物です！
いつもありがとう！

ゆ い

（H16.１.17生れ）
しんせい

（H19.４.２生れ）
下吉田（山鹿）

問合せ

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

あけましておめでとうございます。
お正月はどう過ごされましたか？きっとお餅やおせちを

たくさん食べられたことでしょう。
そこで今回は、体型や体重の変化から体脂肪の蓄積度を

チェックしてみましょう。
１．へそ周りが男性85cm・女性90cm以上である
２．ＢＭＩが25以上でお腹が出ている
３．ＢＭＩが25以下だがお腹がだけ出ている
４．お腹は出ているがウエストの脂肪に厚みがない
５．健康診断で血糖値、血圧、コレステロール、中性脂肪

のうち一つでも高いと言われた
６．20歳の時より５kg以上体重が増えた
７．体脂肪率が男性20％、女性30％以上ある
８．ダイエットをしたがリバウンドで体重が増えた
９．甘いものや脂っこいものを食べる事が多い
10．普段ほとんど運動しない

以上の10項目の中で複数該当する場合、『内臓脂肪型肥
満』である可能性が高く、特に１～５の項目に該当する人
は、「糖尿病・高血圧・高脂血症」などの生活習慣病を発
症しやすい状態にある可能性が高いと思われますので、生
活習慣の見直しが必要かもしれません。
食生活の改善、自分に合った運動メニューの改善が不可

欠です。
「自分一人では分からないわ～」と思ったら、施設を利

用するのもいいでしょう。ゆ～かむでもダイエット効果が
ある有酸素運動マシン、プールでのウォーキング、エアロ
ビクス（有料）などもあります。会員限定ですが、専門ト
レーナーがその人に合った改善メニューを作成し、指導も
します。
何をするにも最初はおっくう！でも一度生活の中に取り

入れてしまえばあとは「普段の生活」として気長にできる
と思います。

はる

（１歳10か月）
合里（鹿央）

Qぼくからのメッセージ
み～んないつも可愛がってく
れてありがとう！

赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

冬場を中心に、ノロウイルスを原因とするおう吐や下痢
などの健康被害が多発しています。
ノロウイルスによる感染症及び食中毒の発生を防ぐに

は、ノロウイルスに関する正しい知識と予防対策が必要です。
（特徴）
ノロウイルスは、ヒトだけに感染して下痢やおう吐等を

引き起こし、ヒトの小腸で増殖するウイルスです。ヒト以
外の細胞の中では、増殖しません（食品中では増殖しませ
ん)。
（どのように感染するのか？）
ノロウイルスの感染経路は、ほとんどが経口感染（口か

ら体内に入ること）です。
一般的に3通りの感染パターンが考えられます。

qノロウイルスに汚染されたカキなどの二枚貝を、生ある
いは十分に加熱調理しないで食べた場合

w食品を取り扱う人の手指がノロウイルスに汚染されてお
り、その手を介して汚染された食品を食べた場合（最近
は、このケースが増加傾向にあります）

eノロウイルスに感染している人のふん便や、おう吐物か
ら二次感染（間接的に感染）した場合

（症状）
ノロウイルスに感染すると、潜伏期間（感染から発症ま

での時間）は24～48時間で、主症状は、おう吐、下痢、腹
痛で、発熱は軽度です。
通常、これらの症状が、１～２日続いた後、治り、後遺

症もありません。また、感染しても発症しない場合や軽い
風邪のような症状の場合もあります。

（ノロウイルス食中毒予防のために）
○ノロウイルスは、熱に弱いので、食材の中心まで十分に
加熱すること重要です。

（調理時の注意点）
（１）食材（特にカキ、アサリ、シジミ、ハマグリなど

の二枚貝）は、中心まで十分に加熱する。
（85℃以上で１分間以上）

○十分な手洗いと消毒及び加熱調理
（手洗いの必要なとき）
（１）調理開始前、トイレに行った後、食事や休憩の後
（２）生肉、魚介類などの生ものを取り扱った後
（３）下処理から調理に移るとき
（４）加熱調理しない食品（サラダ、和え物、刺身等）

の調理、盛り付け前
○直接食材に触れる調理器具は、確実な洗浄・消毒を行う
ノロウイルスに対する有効な消毒方法は、熱湯による消
毒（85℃以上で1分以上の加熱）又は薬品（0.02％次亜塩
素酸ナトリウム溶液に10分以上の浸漬）などがあります。場所と日時u

q山鹿警察署
１月16日D ９：30～12：00               

w山鹿市立病院
１月16日D 13：30～15：30    

はたちの献血キャンペーンにご協力を！はたちの献血キャンペーンにご協力を！
献血者が減少しがちな冬季は、輸血用の血液不足が起き

やすい季節です。
このため、熊本県では1月から2月の２か月間、成人式を

迎える「はたち」の若者を中心に多くの県民の皆様に献血
の呼びかけを行っています。献血は生命を救うボランティ
アです。皆様のご協力をお願いします。

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０

・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

日時u１月７日B 山鹿・菊鹿
１月21日B 山鹿・鹿本
１月28日B 山鹿・鹿央
13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿 央→鹿北多目的研修センター

k
＊３～４か月児健診（19年９月生）
日時u１月22日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（19年５月１日～25日生）
日時u１月29日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（18年５月生）
日時u１月８日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（16年９月生）
日時と対象u
１月18日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
１月25日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k
＊乳児健診（19年５月・９月生）
日時u１月15日c 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（16年９月・10月生）
日時u１月24日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u１月７日B…菊鹿　１月21日B…鹿本
１月28日B…鹿央
いずれも、９：30～11：00まで受付

場所u山鹿、菊鹿、鹿本、鹿央→母子健康手帳交付と同じ
鹿北→鹿北老人福祉センター



◆およろこび◆

山　鹿 坂元　和久さんQ西川留美子さん
城　　光輝さんQ平本　裕希さん

川　辺 村上　　誠さんQ合志　理江さん
平小城 藤本　将輝さんQ大田黒由岐子さん
三　岳　中島　範章さんQ小山　和恵さん
三　玉　渕上　景介さんQ山村　美希さん

規矩　大介さんQ立山ひとみさん
大　道 廣瀬　憲一さんQ船津万記子さん

鹿田　和男さんQ後藤亜紀子さん
弓削　　彰さんQ岩崎有希子さん

岩　野 野中　哲也さんQ寺本　　希さん

内　田 永田　　充さんQ中野　　愛さん
六　郷 月足　武生さんQ西口亜佐美さん

�丸　洋一さんQ吉田　エリさん
城　北 平井　祐介さんQ氏森　恵美さん

来　民 村山　武士さんQ柳瀬　明美さん
稲　田 中嶋　大輔さんQ佐々木美紗さん
中　富 栃原　義久さんQ川崎　礼子さん

千　田 小田　　将さんQ澤村　真由さん
山　内 森　　直樹さんQ角田　聖美さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 橋本 淳
しゅん

さん
八　幡 田中　　蘭

らん

さん　廣瀬　叶美
かなみ

さん
三　岳　甲木　悠朋

はると

さん
三　玉　中島　朋香

ともか

さん　木庭百合愛
ゆ り あ

さん
大　道 井島　蓮月

はづき

さん　平川　聖依
せ い

さん
野田　大葵

たいき

さん

広　見　河野　弾帝
だんて

さん　森山　智生
ともき

さん
稲葉　 織

おり

さん

六　郷 松永　灯里
あかり

さん

来　民 藤川　勝斗
まさと

さん　�永　晃也
てるただ

さん
村山英里奈

え り な

さん
稲　田 村上　明楽

あきら

さん　田島　璃音
りのん

さん
田中　良奈

ら な

さん　工藤梨亜羅
り あ ら

さん
森　あかりさん

中　富 小原　倖成
こうせい

さん

千　田　宇野　敢太
かんた

さん
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＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

■人口と世帯

人口　　58,812（－14）
男　　27,779（－10）
女　　31,033（－ 4）
世帯数　20,927（＋９）
11月末現在（前月末比）

Q明けましておめでとうございます。昨年同様、今年も新
年を迎え、いろいろな方と出会い、経験を積み、心の年輪
を重ねたいと思っています。
Q今年の目標「前年より今年、今年より来年の意気込みで
パワーアップ」です。よろしくお願いします。 (英）
S明けましておめでとうございます。今号の広報は、表紙に
『すごろく』を作ってみました。お正月に家族・親戚ですごろ
くを楽しみながら、山鹿市を旅してもらえればうれしいです。
S本年も『広報やまが』をよろしくお願いします。 （和）

■編集発行
〒８６１‐０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

◆おくやみ◆

山　鹿　友井　敏彦さん(70) 大林　康敏さん(85)
古閑英一郎さん(59) 平塚　豊典さん(45)
�木　幸子さん(90) 坂本アキヱさん(92)
福山　ツユさん(88)

米　田 倉原　光次さん(73) 若杉　　忠さん(90)
川　辺 瀬口　典男さん(91)
八　幡 松井　豊�さん(96) 前川トシ子さん(87)

鹿子木一彦さん(51)
平小城 緒方　　太さん(85)
三 岳　古家　誠喜さん(74)
三 玉　坂田　精一さん(89)
大　道 鶴田イツヨさん(84) 隈部　靜亮さん(80)

村サキコさん(77) 渕上　幸俊さん(69)
吉里　勝正さん(86)

岳　間 鬼塚キヨカさん(92)
岩　野 富岡　成幸さん(77)

内　田 花田　康雄さん(58) �　末廣さん(87)
古田　　泉さん(79) 飯川　春代さん(63)

六　郷 古閑　昭二さん(80) 井上みな子さん(53)
城　北 松井　興子さん(67)

来　民 �永　英介さん(71) 坂本幸偉致さん(92)
大谷　　公さん(75) 松山　季友さん(80)

稲　田 芹川　正行さん(89) 栗原キヌエさん(95)
栃原　ミチさん(84) 井伊キミ子さん(77)
池上冨士江さん(95)

中　富 富田　　長さん(85) 隈部ミツ子さん(90)
服部　眞民さん(86) 森　　治夫さん(87)
谷　　昭子さん(80)

千　田 田上　達也さん(69) 木本　保信さん(59)
福島　邦博さん(85)


